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１．はじめに

　私の研究は，環境医学の大きな目標である生活

習 慣 病 予 防 策 樹 立 の た め の 科 学 的 根 拠

（EVIDENCE）を得ることである。方法論的に

は，環境と遺伝分子疫学の手法を用いてきた。開

学以降の私の最大の関心事は，生活習慣病予防に

スポーツ（運動）がどのようなメカニズムで効果

を発揮するのかである。それについての最近の研

究状況を述べたいが，十分に国際的に価値のある

研究は内外とも少ないのが現状である。例えば，

病態栄養学的に解析すれば運動によってインスリ

ン作用の活性化は認められていても，運動の量と

酵素活性などの反応においての量反応関係がかな

らずしも明確ではない。中高年において，糖尿病

予防のために運動をして，肉離れを起こし，結果

的には身体活動量に制限をおこす事態となること

もしばしばである。その結果，糖尿病予防のため

に運動を推奨するためには，勘と経験に頼らざる

を得ない。このような運動量（質）と生体反応の

関連を研究することが今後の市民スポーツ振興に

とって不可欠である。一歩一歩メカニズムの詰め

ていく必要がある。そこで，本稿での目的は，糖

尿病を中心として医学部在籍時代の私の研究史を

振り返り，運動が生活習慣病である糖尿病予防に

おいて効果を発揮するのかについての現在の追跡

調査の中間結果を報告することである。

1-1）糖尿病予防の研究

　糖尿病は，「重篤な合併症」をきたす。糖尿病性

網膜症は，後天性失明の20％を占め，原因の第1位

である。糖尿病性腎症は，新規人工透析の37％を

占め，原因の第1位である。糖尿病性動脈硬化症

は，脳梗塞，心筋梗塞の原因となる。世界の糖尿

病人口（1998年予測）は，1995年1億3500万人で，

2025年は，３億人と推測されている。日本の糖尿

病人口は，患者690万人以上，予備軍680万人以上

である。糖尿病に関する直接医療費は１兆1155

千億円と膨大である。

1-2）私の糖尿病疫学研究史

　文部科学省創生的研究「糖尿病の素因に関する

総合的研究」（清野進代表）の疫学研究班（南條グ

ループ長）を担当した。基礎医学上の成果として

は，糖尿病の遺伝素因としてアミリン遺伝子変異

（amylin geneのS20G mutation）について日本人

の糖尿病候補遺伝子の一つであると証明した最初

の論文を発表した。これは，東北大，東大，東京

女子医，京大，阪大，神戸大，和歌山医大など拠

点大学から抽出されたケース（1500例）・コントロ

ール研究である。関連解析（association study）

の結果，アミリン遺伝子頻度は患者1.3%，対照0.4

％で，遺伝子型ヘテロ（注１）は有意に高かった。

　次の成果として膵臓のβ細胞転写因子の変異の
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発見である。MODY（小児肥満）の家系の発見で

ある。MODYは15歳以上から急激な肥満がみら

れ糖尿病になる。子どもの頃からの糖尿病で若年

性糖尿病といわれる。肉の過食などの高エネルギ

ー食の結果，遺伝子が発現したもので，一般には

欧米で多いタイプで日本には少ないと言われてい

る。これが日本でも存在することが明らかとなっ

た。日本などアジア人種は西欧人と比較して

BMI30以上の肥満が少ないと言われているがアジ

ア人種にも一定の頻度でこの種の変異が存在して

いる。

　日本型の肥満と欧米型の肥満の相異が議論がさ

れ，多くの教訓を学んだ。種子がなければ豆はで

きないし，土壌が豆の発育に適さなければ生育し

ないのと同様に，種子である遺伝子変異があって

も土壌である過食，運動不足がなどなければ糖尿

病を発症しないことを学び環境医学の重要性を主

張した。

２．�研究対象及び方法：生活習慣での運
動の糖尿病予防効果についての追
跡調査

　以上の研究の背景から2003年本学に着任してか

ら現在まで健康運動教室での運動の糖尿病予防効

果の測定にもっぱら従事してきた。2005年より何

某会社の従業員約800人の運動指導に関与して現

在も追跡調査中である。運動を推進するために，

PDCAを廻すことから着手した。Plan, Do, Check, 

Actionの4軸を回した。何某会社の総務課および

産業看護師とで，年間計画の策定（P）に入り実

行（D）に移った。運動教室の開催，疾病の合併

症の講話，栄養士による栄養講話，社員食堂の昼

食メニューのカロリー記載，減塩食の実行などで

ある。半年ごとに看護師が健康状態のチェック，

正しい生活習慣の指導（C）をし，検討会を開催

して，なおかつ運動しない人への呼びかけを行っ

ている（A）。

３．研究結果（表１）

　３ヵ年経過し，健康診断と運動などの生活習慣

の関係を解析し，運動の糖尿病予防効果を検討し

た。糖尿病予備軍のチェックはHbA1c（血液指

標）を用いた。HｂA1cが 5.2%以上を糖尿病予備

軍とし，HｂA1cを従属変数としたロジスティッ

ク解析（注2）を実施した結果，以下のことが明ら

かとなった。

　糖尿病予備軍は，①年齢の増加，②飲酒の増

加，③血圧の増加，④肥満度（BMI）の上昇，⑤

運動習慣がないと増加する傾向を認めた。また腹

囲の増加との関連は認められなかった。

表１

４．考察

　PDCAの際に，どうしても運動が嫌いな人にど

のように対処するのが適切か。運動の質問で運動

量の定量化を実施する必要性がある。日本の

Sport Therapyについて十分な質のある資格制度

の保持の検討と，限界とクリアすべき難題がある

が，運動指導の中身をもっと特化して欧米の

Sport  Therapyに育成していきたい。卒業生の貢

献を期待したい。

注１：遺伝子はDNAで，二重らせん構造をとり２本か

らなる。アミノ酸の塩基配列（A,T，G,C）が，2本

のDNA鎖の１本のみ置換しているのが，ヘテロ，２

本がホモという。通常疾患ではヘテロでは発症し

ないので健常保因者という。父母にその疾病がな

く子に発症するのは通常父母が保因者である場合

がある。

注２：多変量解析の一方法。従属変数（y）＝独立変

数（x1，x2，x3　etc）。ロジスティック解析は，従

属変数をロジット（比）で表し，独立変数には，性

などの属性，運動習慣，飲酒，喫煙を入れた。変数

を直接この方法で解析するのではなく，第一ステッ

プとしてstepwaise法による変数選択法を採用した。
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